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これまでの活動状況 

2012/7-9 2012/10-12 2013/1-3 2013/4-6 

第一次提言集 
作成準備 

次期計画 
の検討 

第4回ＷＧ 
（7/9） 

スケジュール 

5月25日（金）第3回教育クラウドWG 
  主な議事：活動計画に関する意見交換，第一次提言集の作成計画説明，事例勉強会 
7月9日（月）第4回教育クラウドWG 
  主な議題：第一次提言集の素案提示，寄稿依頼，事例勉強会 

2012年度のWG等開催後，活動は遅滞中 

第一次提言集 
原稿収集，編集 

※メンバー全員の執筆を 
目指した 

先進事例研究 

第一次提言書改版 

実ﾋﾞｼﾞﾈｽ検討（有志） 

他ＷＧ交流 

遅滞 
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これまでの活動状況 
第一次提言書については全会員からの寄稿が未達成な現状から，全文を一般公開せ
ず会員企業に配布する。ただし，目次（未稿を含む）については，ＪＣＣホーム
ページに掲載し，引き続き寄稿を募集していく。 
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今後の活動イメージ 
 教育クラウドに関連する技術スコープを設定し，それぞれの検討課題を消化し
ていく進行を改め，これらの課題を念頭に置きつつも，勉強会・講演会を通じて
そこから導出される課題解決の糸口を議論し，その結果をJCCホームページ等を
通じて公表していくような活動を中心とする。 

 ・コンテンツ制御技術（クラウドとコンテンツ，端末間を双方向に制御する技術） 
 ・クラウド技術（校務情報システムと電子教科書・教材，ｅテスト間連携技術など） 
 ・クラウド間連携技術（異なるプラットフォーム間の連携プロトコル，セキュリティなど） 
 ・コンテンツ制作技術（教育クラウド対応コンテンツ，既存コンテンツ変換，多言語化等） 
 ・端末技術（端末形状，表示，検索，メタファーなど） 
 ・ICT利活用技術（教育現場に受け入れやすい利活用技術など） 

 ・教育現場のＩＣＴ利活用促進による人材育成効果 
 ・日本の教育現場に対応するクラウド関連の技術革新と周辺産業の活性化 
 ・授業における利活用モデルの実証と洗練による研究者層の活性化 
 ・将来的な海外展開による関連企業のグローバル化の促進 

検討スコープ 

効 果 
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今後の活動イメージ 
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教育WGの今後の進め方 

方針その１ 
教育クラウドに関する最新動向を把握するとともに，会員相互の
理解を深める「勉強会・講演会等」のニーズが高いことから，これ
らを中心に今後の活動を継続する（２ヶ月に１回程度）。 

方針その２ 勉強会・講演会等の実施後のディスカッションやアンケート等によ
り課題解決への議論を深める。 

方針その３ 
教育WGの活動に一層熱意ある会員を中心に業界が抱える制度

的，技術的，社会的等の課題について議論を深め提言書等により
利害関係者に働きかけを行う。実ビジネスの生起を妨げない。 

方針その４ 
JCCへの参加企業の入れ替わりや，現状の会員の興味・関心分野
の変化を踏まえ，第Ⅰ期の完了と教育WG参加メンバーの再募集
を図る。２０１３年度末に趣意説明を実施する予定。 
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